
①天気予報等の充実
　　防災利用に供するためのほか、あまねく国民が享受すべき基盤的共有
　財産として、天気予報等の充実

課題その２

あまねく国民が享受すべき天気予報等の充実

②広範な分野における天気予報等の利活用の促進
　　各種ニーズに対応して天気予報等を作成・加工・提供する民間気象事
  業者、情報通信に係る事業者等との連携・協力

・数値予報資料等提供情報の一層の拡大

・情報提供方式の高度化等民間気象業務支援センターに対する助言・指導

－８－



あまねく国民が享受すべき天気予報等の充実あまねく国民が享受すべき天気予報等の充実

－９－
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台風強度予報の延長（48.72時間予報）

  平成13（2001）年度以降   平成18（2006）年度以降

予報電文の計算機可読化

注意報・警報電文の計算機可読化

量 的 予 報 の

精 度 向 上
（基盤の整備）

数値予測モデルの精度向上とガイダンスの開発

降水量、降雪量（予報区内最大・平均）

週間予報の確率・精度情報充実（ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ手法の活用）

発雷確率、強風確率、大雨確率

台風時の強風暴風分布予報

最大風速

対象区分の細分化

地面現象注意報・警報運用

予報期間の細分化（明後日までを３～６時間に細分）

警報基準の適正化（土壌雨量指数の活用）

防災活動に直結する注意報・警報の運用

降水短時間予報の延長（６時間予報）

府県予報区の細分化（２次細分予報区毎）

最大瞬間風速

次世代数値モデル運用計算機更新・数値モデルの高度化

防災気象情報等の高度化計画（案）

気象災害の発生ポテンシャル情報

定時防災気象情報提供（府県天気概況の活用）

暴風域に入る確率の地点増

防
災
気
象
情

報

の
高

度

化

利
用
形
態

の
多
様
化

へ
の
対
応

予
報
気
象
要

素

の
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確
率
・
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度
情

報

の

充

実

各気象要素の予測精度の向上・階級区分増の推進

注意報・警報の図表現化

週間量的予報充実

２次細分区，明後日迄３～
６時間区切りで各気象要
素の予報を取出し可能

量的階級の細分化
（雨、風、雪、波等）
確率表現の拡充
（大雨、大雪、強風等）

台風予報の精度向上

注意報
見直し

－10－



航空機の安全な運航のための航空気象情報の高度化

課題その３

①乱気流情報の高度化

    飛行中の航空機に重大な影響を及ぼす乱気流の「いつ」、「どこで」、
「どの程度の強さ」を示した情報の適時・的確な発表

②飛行場予報の高度化

    航空機の離着陸に影響を及ぼす悪天現象の監視・予測の高度化

③情報提供の高度化

    次世代航空通信システムに基づく情報提供の即時化、情報の可視
化・共有化（航空局、民間航空会社との連携強化）

－11－









船舶の安全運航のための海上気象情報の高度化

－15－

① 台風情報の精度向上

   より精度の高い台風進路予報と、強度予報の拡充

② 週間海上防災気象情報の拡充

   船舶の航路設定や、漁船の操業計画に不可欠な悪天情報の
 1週間程度先まで延長

③ 情報提供の高度化

   衛星通信を利用したわかりやすく、使いやすい海上気象情報
の提供




